
1

1

0

TEAM  A TEAM  B

15 17

13 27

19 20

宮崎3位 19 21 鹿児島3位

【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 石井　雅太

福岡県バスケットボール協会

２回戦、宮崎県３位宮崎北対鹿児島県３位鹿児島商業の対戦となった。スターティングメンバーは、宮崎北が＃１、
＃４、＃５、＃９、＃１１、鹿児島商業は＃１８、＃２３、＃３６、＃４５、＃５１。第１Q、両チームともにマンツーマンで
スタート。鹿児島商業は＃５１の３ポイントシュート、＃１８のインターセプトからのジャンプシュートでリードするが、
宮崎北は＃１１、＃５、、＃１のシュートなどで応戦した。両チームが持ち味を発揮する展開となり、第１Qは、１７対１
５で鹿児島商業リードで終了。第２Q、鹿児島商業は＃１８、＃５１のドライブで得点、宮崎北はディフェンスを１－３
－１のゾーンディフェンスに変え、点差を詰めようとするが、鹿児島商業は＃４５のリバウンドシュートなどで、残り５
分でリードをこの試合最大の１３点差に広げる。宮崎北は＃１を起点にした攻撃をするが、鹿児島商業も速攻の手
を緩めず、＃３６の３ポイントシュート、＃３のドライブなどで得点を重ね、第２Qを４４対２８の鹿児島商業リードで終
了。第３Q、宮崎北が速攻から＃１１のゴール下シュート、＃１のレイアップで９点差に詰めるが、鹿児島商業が＃５
１の３ポイントと速攻からのレイアップなどで、残り５分でリードを１６点差に広げ、宮崎北がタイムアウト。その後、一
進一退の攻防が続き、第３Qを鹿児島商業が６４対４７でリードして終了。第４Qは開始早々、宮崎北が＃１の３ポイ
ントシュートで追い上げるが、鹿児島商業は速攻や＃４５のリバウンドシュートなどで得点を重ねる。最後まで鹿児
島商業の速攻からの得点が続き、８５対６６で鹿児島商業がトランジションの速い試合を制し、準決勝に進出した。
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第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 修猷館高等学校

日時 平成31年3月23日

副審 山田 隆一

(土) 15:00

コート Eコート 第5試合

カテゴリー 男子 2回戦
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